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神郷校区の人口 
人 口 10,050人 
（男）   4,804人 
（女）   5,246人 
世帯数   4,494世帯 

平成 28年 3月末現在 

 

 

 

 

 

平
成
２８
年
度
ま
ち
づ
く
り
校
区
懇
談
会
開
催 

 
 

 

地
域
主
体
の
集
会
と
し
て
平
成
２８
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
を
開
催
し
、
市
長
を
交
え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

《
今
年
の
内
容
》 

１
市
政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
説
明 

 
 

２
過
去
の
主
要
な
地
域
課
題
の
状
況
報
告 

３
連
合
自
治
会
共
通
の
市
政
課
題
に
つ
い
て 

４
校
区
課
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い 

日 
 

時 

平
成
２８
年
８
月
２３
日(

火)

19
時
～
20
時
30
分 

会 
 

場 

神
郷
公
民
館 

問 

合 

せ 

秘
書
広
報
課 

 

℡ 

６
５
‐
１
２
５
１ 

校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果
報
告 

 
 

 
 

６
月
１１
日
神
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
３
世
代
交
流
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
途
中
か
ら

の
小
雨
に
も
め
げ
ず
、
子
ど
も
大
人
も
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
お
世
話
下
さ
っ
た
体
振
役
員

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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果
報
告 

 

一
般
の
部 

優
勝 

山
本 
守
（
松
神
子
） 

 

二
位 

荒
巻 
東
（
田
の
上
） 

三
位 

千
葉 

重
信
（
田
の
上
） 

 

 

児
童
の
部 

優
勝 

村
上 

頌
実
（
下
郷
） 

二
位 

岡
本 

和
真
（
松
神
子
） 

三
位 

池
田 

朋
弥
（
又
野
） 

Ｈ
２８
年
度
神
郷
公
民
館
運
営
審
議
委
員 

委
員
長 

 

林 

利
夫
（
有
識
者
） 

副
委
員
長 

藤
原 

説
夫
（
連
合
自
治
会
長
） 

 

〃 
 
 

大
西 

清
太
郎
（
神
郷
校
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
） 

委
員 

 
 

伊
藤 

久
紀
（
見
守
り
推
進
委
員
連
絡
会
長
） 

 

〃 
 
 

今
井 

基
博
（
少
年
補
導
委
員
協
議
会
神
郷
支
部
長
） 

 

〃 
 
 

荒
井 

正
隆
（
神
郷
小
学
校
長
） 

 

〃 
 
 

田
中 

正
史
（
神
郷
連
合
子
供
育
成
会
長
） 

 

〃 
 
 

木
下 

直
子
（
神
郷
幼
稚
園
長
） 

 

〃 
 
 

近
藤 

司 

（
有
識
者
） 

〃 
 
 

高
橋 

清
昭
（
有
識
者
） 

 

〃 
 
 

近
藤 

正
武
（
防
犯
協
会
神
郷
支
部
長
） 

 

〃 
 
 

佐
光 

正
男
（
交
通
安
全
協
会
神
郷
支
部
長
） 

 

〃 
 
 

白
石 

ツ
ヤ
子
（
神
郷
史
情
保
存
会
副
会
長
） 

 

〃 
 
 

浅
川 

奈
保
見
（
い
き
い
き
友
の
会
副
会
長
） 

 

〃 
 
 

鈴
木 

義
博
（
社
会
福
祉
協
議
会
神
郷
支
部
事
務
局
長
） 

 

〃 
 
 

越
智 

恵
美
（
神
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 
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近
藤 

栄
一
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川
東
中
学
校
教
頭
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〃 
 
 

橋
本 

憬
範
（
保
護
司
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藤
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和
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（
神
郷
校
区
社
会
体
育
振
興
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長
） 

 

〃 
 
 

野
村 

英
男
（
神
郷
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
） 

協
力
員 

 

日
野 

一
文
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
安
全
安
心
部
長
） 

 

〃 
 
 

三
好 

勉 

（ 
 

〃 
 
 
 
 

健
全
育
成
部
長
） 

 

〃 
 
 

久
賀
田 

由
紀
（ 

 

〃 
 
 
 

環
境
美
化
部
長
） 

※
原
則
毎
月
４
日
に
公
民
館
に
お
い
て
運
営
審
議
会
を
開
催
し
、
神
郷
校

区
の
各
事
業
の
内
容
・
日
程
調
整
や
事
業
方
針
等
を
審
議
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

神
郷
俳
句
教
室 

 

 

カ
ラ
フ
ル
に
傘
の
輪
揺
れ
て
五
月
雨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
川 

由
紀
子 

 

田
植
す
み
蛙
の
合
唱
初
ま
り
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
崎 

俶
昌 

 

幼
児
の
囲
ふ
手
の
中
蛍
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
田 

八
重
子 

  

麦
夕
焼
務
め
帰
り
の
背
を
染
め
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
野 

美
重
子 

 

み
ど
り
児
を
夢
ご
と
運
ぶ
夏
座
敷 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
藤 

ミ
ド
リ 

 

五
月
風
顔
を
近
づ
け
り
モ
ネ
の
庭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
地 

清
子 

  

ふ
く
ら
み
て
竿
を
し
な
ら
す
干
布
団 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

俊
行 

  

木
登
り
の
児
に
肩
を
貸
す
蝉
の
庭 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
易 

千
鶴
子 

  

閉
校
の
山
の
分
校
ほ
と
と
ぎ
す 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
好 

寿
恵
子 

  

一
列
に
走
る
ペ
ダ
ル
に
風
光
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
上 

生
子 

 

蛙
鳴
く
精
一
杯
の
我
が
世
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
藤 

由
子 

 

炎
天
へ
出
て
行
く
激
辛
カ
レ
ー
食
べ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阪
上 

史
琅 

  
 

 

 

神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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太平洋戦争の石油危機、そして戦艦大和 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田上神社境内にある大砲の砲弾をイメージした石造に関連

して、これまで続けて太平洋戦争（昭和１６～２０年）時の金

属類回収令についてまとめてきました。この金属類回収令の問

題は、日本とアメリカの開戦の要因の一つでありますが、もう

一つの要因として石油の問題があります。その背景をみてみま

すと、日本は日米開戦前の昭和１５年は中国と戦争の真っ最中

であり、またドイツ・イタリアと三国軍事同盟を結び、東南ア

ジアに進出し、戦争遂行に必要な石油などの軍事物資獲得の狙

いから大東亜共栄圏を統括せんとしておりました。こうした日

本の動きについてアメリカは強く反対し、日本に対して中国か

らの撤退、ドイツと決別することなどを要求し、要求を受入れ

なければ、イギリス・オランダ・中国など連盟でもって経済制

裁も辞さないと強く迫ってきました。日本は交渉を続けながら

も、東南アジアの進出を計っておりました。日本とアメリカの

話し合いは続けられましたが、互に双方の要求をのめる状況で

はなく最後に交渉は決裂し開戦となります。そこで、アメリカ

は日本に対して石油・金属等について輸出全面禁止を強行して

きました。 

その頃の日本は、石油はアメリカから７７%、オランダから

１４%と国内需要の大部分を輸入に頼っていました。金属類も

しかり、大部分を輸入している状況でありました。 

日本にとって、特に石油については「石油の一滴は、血の一

滴」と言葉があるくらい貴重なもので、石油がなければ社会経

済活動も困難で、しかも戦艦も飛行機も動かすことができませ

ん。この当時わが国の石油は、僅かながら備蓄２年分の状態で

ありました。戦争が長引くにしたがって石油はだんだんと欠乏

し、戦争末期には枯渇の状況となり、燃料不足から戦略単位の

艦隊を編成することができなくなっていました。戦艦長門をは

じめ主要戦艦は、海上砲台として対空砲要員を残して、それぞ

れ岸壁に繋がれ、残っている稼働戦力は、戦艦「大和」と巡洋

艦１隻と水雷戦隊の駆逐艦だけでありました。 

 そのような状況のなかで、昭和２０年４月、戦艦「大和」は

覚悟の上で片道燃料でもって沖縄海戦に向け沖縄をめざすので

した。戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊は、沖縄西方海面の米艦

船に突入すべく、４月６日午後瀬戸内海を出て豊後水道を南下

しました。はやくも翌７日に東シナ海九州沖南西の海上でアメ

リカ空軍と遭遇し、米空軍の激しい攻撃を受け沈没。戦艦大和

の乗組員は３３３２人、その内生還したのは２７６人だけでし

た。 

 今から、７１年前の出来事でした。 

 
川東中学校区人権・同和教育懇談会運営委員会より 

地区別人権・同和教育懇談会の開催について 
  １、日 程  

 ７月７日（木）19:30～21:00  

 松神子団地自治会館・田の上自治会館・散田自治会館 

 神郷公民館 

 ７月８日（金）19:30～21:00  

 西楠崎自治会館・又野自治会館・松神子自治会館 

  ２、内 容 

「人間の本当の幸せ」や「差別を許さない生き方」を考える。  

私たちの身の回りには、差別によって「人間として当たり

前の幸せ」が保障されていない現実があります」 

「すべての人が幸せに生きることができる」世の中を実現

するため、皆様とともに語り合える会にできればと考えて

おります。お忙しいとは存じますが、万障繰り合わせの上

ご参加くださいますようお願い申し上げます。 

おめでとうございます 

新居浜地区防犯協会防犯功労者表彰 
地域防犯活動に多大な貢献をされたことにより、6月 1６

日開催されました新居浜地区防犯協会の総会において表彰

されました。おめでとうございます 

    山田 正吾さん（又野） 

第 33回西日本壮年ソフトボール大会優勝 
神郷クラブさんが、４月 1５日鳥取県で開催されました 

第 33回西日本壮年ソフト 

ボール大会において優勝 

されました。チームワーク 

の良さと日頃の練習のたま 

ものと思います。 

おめでとうございました。 

受けよう！がん検診！ 
がんは 2 人に 1 人かかる時代ですが、早期発見、治療で治

すことも可能、1年に 1度、自分の体をチェックしましょう。 

日時：８月 19日(金)8時 30分～11時 場所：神郷公民館 

申込み・問い合わせ：保健センター（35－1308） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

７月(文月)の行事予定   
 
１日（金）13:30～  見守り推進委員会  神郷公民館 

19:00～  環境美化部会        〃 
 ２日（土）19:30～  子供育成会定例会    〃 
３日（日） 8:00～  手みやげ事業      〃 
４日（月）10:00～  子育てサロン      〃 

19:00～  運審会・夏祭り小委員会 〃 
     健全育成部会      〃 

7日（木）19:30～  小・中同和教育懇談会 
     19:00～  老人クラブ定例会  神郷公民館 
８日（金）     高齢者大学 大島探訪 

１０日（日）     校区レクバレー大会 川東中学校  
１１日（月）９:00～  ママ友講座     神郷公民館 
１５日（水）19:30～  安全協会定例会     〃 
１９日（火）19:00～  民協定例会       〃 
２０日（水）９:30～ 食生活改善推進協議会神郷支部  〃 
２２日（金）19:00～  夏祭り全体会      〃 

9:00～ 健全育成部そうめん流し神郷幼稚園 
 13:30～  読み聞かせ定例会   神郷公民館 

２８日（木）19:30～   連合自治会長会        〃 

 

 

 

 

 


